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第1 基本的な方針

◆公的統計の「有用性」の確保

統計体系の根幹となる「基幹統計」
の整備
・基幹統計の指定に関する考え方
・基幹統計として整備すべき公的統計

統計相互の整合性及び国際比較
可能性の確保・向上
・国民経済計算の整備と一次統計との
連携強化

・ビジネスレジスターの構築・利活用
・医療費に関する統計等の国際比較性の
向上

・統計基準の設定 等

その他

・行政記録情報の活用
・民間事業者の活用
・統計に対する国民の理解の
促進

・オーダーメード集計、匿名デー
タの作成・提供
・統計データ・アーカイブの整備

社会的・政策的ニーズの変化に応
じた統計の整備
・サービス活動に係る統計の整備・充実
・少子・高齢化等の進展やワークライフ
バランス等に対応した統計の整備

・新たな分野の統計の整備 等

【その他】
・研究開発の推進（ICTの利活用等）
と学会等との連携強化

・統計の中立性の確保

・統計ニーズの継続的把握・活用
・既存統計の評価・作成方法の
見直し

①体系的整備

②経済社会の環境
変化への対応

③統計デ－タの
有効活用の推進
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※「有用性」の要件：統計のニーズ
に応じた過不足のない整備、高い
精度等

・統計リソース（予算、人員）の確
保、有効活用

・実査体制の機能維持、国と地方
の連携

第2 総合的かつ計画的に講
ずべき施策

第3 整備推進のために必要
な事項

第4 基本計画の推進・評価
（仮称）

【別表】（今後５年間に取り組むべき具体的施策）

【本文】（基本的な考え方・施策の方向性）

【施策展開の基本的な視点】

◎公的統計が果たすべき役割
－国・企業・個人が合理的な意思決定を
行うための重要な情報基盤

◎現状・課題
－「証拠に基づく政策立案」に対する
社会的要請の高まり

－経済活動のグローバル化、産業構造の
変化、少子高齢化の進展等への対応

－調査環境の変化への対応
－統計利用の多様化等への対応
－統計リソースの問題 施
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